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	「探究2.0」共創実践コミュニティの拡大に向けたニュースレター
	　7月20日に，多様な嗜好・志向や得手不得手をもつ人が集う学校教育で行うからこそ実現できる，対話志向で他者に開かれた「探究2.0」をテーマに，「探究の共創 in Summer 2026～バーチャルポスターセッション～」を開催しました。北は北海道，南は佐賀や長崎など，全国各地から57件の多彩なテーマの発表が集まりました。 　開会式では，高校探究プロジェクトの西村リーダーが，参加申込時に高校生から寄せられた「探究は自分のやりたいことを本気で追究できる楽しい学びである一方，途中で方向性を見失ったり，何をすればよいかわからなくなったりすることも多い」といった声を紹介されました。その上で，探究は成果（プロダクト）だけでなく，試行錯誤を重ねる過程（プロセス）にこそ学びの本質があり，迷いや行き詰まりは学びが深まっている証であること，教員には答えを示すのではなく，生徒が問いをつなぎ続けられるよう支援する役割が求められることが語られました。 　そして，本日のポスターセッションが，多様な参加者との対話を通して新たな視点や価値観に出会い，「で？」という問いを重ねながら探究を発展させる「探究2.0」の実践の場となることへの期待が述べられました。
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	「探究」は対話と試行錯誤から，学び方･生き方へ
	　閉会式では，アドバイザーの山本勝治先生（開智国際大学）と小松万姫先生（国際基督教大学）から，閉会のお言葉をいただきました。 　山本先生からは，「発表してくれたみなさんが，探究の過程で困ったり行き詰ったりしていながらも，探究の意義や目的を自分の言葉で語り，専門分野の異なる参加者との対話を通して考えを深めていたことがすごく良くて，刺激を受けました。今後も，『で？』『それで，どうしたいのか』という問いを大切にしながら，自分が本当に取り組みたいテーマだからこそ生まれる悩みや試行錯誤を探究の原動力として，これからも対話を重ねながらいろいろな人と一緒に探究を楽しみ，学びを深めていきましょう」と，エールが送られました。 　小松先生からも高校生へ激励のメッセージをいただきました。「探究活動の意義はテーマに関する知識を深めることだけでなく，『学び方を学ぶ』ことにもあると思います。探究の過程で生じた疑問や課題をどのように乗り越えたのかを振り返ることが，その後の学びや生き方にもつながる力になると思います。また，データの分析方法や問いの明確化，研究の継続方法，社会的意義の見いだし方など，探究を通して身に付けた考え方や手法をぜひ大切にして，皆さんの今後の糧にしてほしいです。一人ひとりの探究が，未来の社会に新たな知を生み出す営みにつながるような流れを一緒につくっていけたらいいなと思っています。」 　最後に，西村リーダーが，改めて，参加者に，多様な価値観をもつ人々との対話を通して探究を深めることの意義について問いかけ，本日体感した「探究2.0」を振り返りました。また，今後は探究を教科の学びと結び付け，多様な教科の視点から課題を捉えることで，より深く多面的な探究へと発展させてほしいと呼びかけてイベントを閉じました。 　終了後には，運営者や参加者がステージ前にアバターで集まり，「覇気」を出しながら，お互いの頑張りを称え合う姿が見られました（上図）。バーチャル空間でしたが，発表や対話を終えた達成感と充実感が会場全体に広がり，笑顔あふれる温かな雰囲気の中でイベントは幕を閉じました。
	参加者の声
	・もっとたくさんの人と交流をしたいので複数日にわたる開催などがありがたい。教員や大人の意見も，発表側としてとても助かったので，均等に配置するなど教員陣の人数比が均等になるようにしてほしい。（高校生） ・年々探究を発表する高校生の視点や気づきに驚くところが多くあります。そのため，質問やアドバイスを行う私自身も大学内外で様々な「探究」を行い，考え方や視点をアップデートさせて，冬のイベントに参加します。（大学生） ・生徒さんたちはさまざまな視点を持ち，困っていることを正直に伝え，それを専門領域ではない大人も一緒になって考えていくという空気がとても好きです。（教員） ・高校生たちやサポートするみなさんの様子を拝見し，もっと関わってみたいと思いました。このような場を，私自身も自分の回りでつくっていきたいです。（指導主事） ・高校生が自分たちから，積極的に質問を投げかけたり，「アドバイスをください」と呼びかけたりする姿が印象に残りました。（一般）
	「探究」を軸に，学びの循環を実感
	　昨年度まで高校生として「探究の共創」イベントに参加してくれていたみなさんが，今年は大学生となり，高校生を支えるアドバイザーとして活躍してくれたことも，大変うれしい出来事でした。 　これまで対話を通して探究を深めてきた経験を生かし，今度は高校生の問いに寄り添い，新たな視点を投げかける姿は「探究の共創」が目指してきた学びの循環そのものでした。 　「探究」を通して育まれた学びが，次の世代へと受け継がれ，立場を越えて互いに学び合うコミュニティが少しずつ広がっていることを実感した，印象深いイベントとなりました。


	「探究2.0」の共創
	「探究2.0」の実践は，一度のイベントで完結するものではなく，多様な人との対話を重ねながら育まれていくものだと考えています。 　次は，2026年12月20日（日）に「探究の共創 in Winter 2026」を東京学芸大学芸術館・アクティブラーニングセンターにて対面開催します。 　今回ご参加いただいたみなさまとも再び対面でお会いし，新たな共創が生まれることを楽しみにしています。



